
　「
生
協
強
化
月
間
」
中
の
地
域
訪
問
で
は
、
た
く
さ
ん
の
組
合
員
の
方
々
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
利
根
中
央
病
院
は
知
っ
て
い
て
も
「
生
協
」

と
は
ど
う
い
う
組
織
で
、
個
人
加
入
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
概
要
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（１） 第641号2023年２月１日（毎月1回1日発行）

利根保健生協　2022 年 12 月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・29,400 人

出 資 金 額・・・・1,659,549,000 円

平均出資金額・・・・・・・・・・・・・56,447 円

理事33人　監事4人　総代212人　班長1,505人

＊12月の新規加入組合員数は、88人でした。 発　行　人　大 塚 隆 幸　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　21,300　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

私
た
ち
利
根
保
健
生
協
は
、
国

の
法
律
「
消
費
生
活
協
同
組
合
法

（
生
協
法
）」
に
基
づ
き
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
協
法
の
基

準
で
は
、

①
一
定
の
地
域
ま
た
職
域
に
よ
る

人
と
人
の
結
合
で
あ
る
こ
と
。

②
組
合
員
の
生
活
の
文
化
的
経
済

的
改
善
向
上
を
目
的
と
す
る
こ

と
。

③
組
合
員
が
任
意
に
加
入
し
、
ま

た
は
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日 時：3 月 4 日 ( 土 )
　　　　　　　  13：30 ～ 16：00
場 所：ホテルベラヴィータ
講 演「利根中央病院の役割（仮）」
講 師：利根中央病院　院長　関原 正夫　
　　   ☆組合員による活動報告など

第45回
組合員活動交流集会

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262

利 根 中 央 病 院
片 品 診 療 所
利 根 中 央 診 療 所
利 根 歯 科 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
介護老人保健施設とね
サニーホームひまわり

沼 田 市 沼 須 町
片 品 村 鎌 田
沼田市西原新町
沼田市高橋場町
みなかみ町後閑
沼田市東原新町
沼田市高橋場町

☎（22）4321
☎（58）3910
☎（24）1202
☎（24）9418
☎（25）3399
☎（22）8855
☎（22）3223

　

職
場
の
女
性
か
ら
戸

神
山
の
南
面
登
山
道

に
ヤ
マ
ビ
ル
が
出
た

と
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し

た
。「
利
根
歯
科
の
先
生
で
す
よ

ね
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、

地
元
の
名
士
の
方
か
ら
〈
戸
神

山
〉
の
焼
き
印
が
押
さ
れ
た
木

製
の
お
守
り
を
頂
戴
し
た
り
と

話
題
は
尽
き
な
い
。
北
面
に
は

数
年
前
か
ら
ヤ
マ
ビ
ル
が
出
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
、
自
ら
の

足
に
わ
ざ
と
く
っ
つ
か
せ
、
退
治

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
強

者
の
男
性
に
は
頭
の
下
が
る
思

い
が
し
た
▼
昨
年
の
夏
、
職
場

の
面
々
で
中
之
条
の
嵩
山
に
登

っ
た
。
案
内
し
て
頂
い
た
ガ
イ

ド
さ
ん
か
ら
最
近
に
な
っ
て
ヤ

マ
ビ
ル
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

と
出
発
の
時
知
ら
さ
れ
た
。
慌

て
て
各
々
に
ヤ
マ
ビ
ル
フ
ァ
イ

タ
ー
を
噴
霧
し
た
。
実
際
に
そ

の
日
、
何
匹
も
の
ヤ
マ
ビ
ル
に

お
目
に
か
か
っ
た
が
幸
い
全
員

が
取
り
つ
か
れ
ず
に
済
ん
だ
▼

ヤ
マ
ビ
ル
が
こ
こ
ま
で
増
え
た

理
由
は
、
山
林
の
荒
れ
、
鹿
や

イ
ノ
シ
シ
の
移
動
の
せ
い
だ
と

か
言
わ
れ
て
い
る
が
、
増
え
た

も
の
は
仕
方
が
な
い
。
一
度
吸

血
す
る
と
約
30
匹
の
幼
虫
を
生

む
の
で
、「
こ
れ
以
上
、
増
殖
さ

せ
な
い
」
事
が
大
切
だ
▼
妙
義

山
で
長
年
ヤ
マ
ビ
ル
と
闘
っ
て

き
た
私
の
経
験
上
、
30
％
デ
ィ

ー
ト
配
合
の
ム
ヒ
、
ヤ
マ
ビ
ル

フ
ァ
イ
タ
ー
、
自
家
製
な
ら
ハ

ッ
カ
油
を
エ
タ
ノ
ー
ル
で
６
倍

希
釈
し
た
も
の
が
予
防
と
退
治

の
双
方
に
有
効
で
あ
る
▼
夏
の

あ
る
休
日
、
み
な
か
み
歯
科
の

ベ
ン
チ
に
腰
か
け
暑
さ
を
し
の

い
で
い
ら
し
た
女
性
の
腰
元
に

「
お
酢
」
の
小
分
け
が
ぶ
ら
下

が
っ
て
い
た
。
彼
女
曰
く
、「
こ

れ
が
一
番
効
く
」
ら
し
い
。
生

き
た
生
活
の
知
恵
に
感
動
し
た
。

（
み
な
か
み
歯
科
所
長
・
坂
田
）

健康をつくる。平和をつくる。こころ豊かなまちをつくる。

利
根
保
健
生
協
へ
は
個
人
で

利
根
保
健
生
協
へ
は
個
人
で

　
　
加
入
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
加
入
を
お
願
い
し
ま
す

生
協
と
は
ど
ん
な

組
織
か
？

　

そ
の
生
協
法
に
則
り
、
当
生
協

定
款
に
よ
り
、
医
療
や
介
護
福
祉

事
業
（
利
根
中
央
病
院
等
の
事
業

所
）
や
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
組

合
員
（
職
員
も
組
合
員
）
の
生
活

向
上
を
目
指
し
、
自
主
的
な
組
織

と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
生
協
の
組
合
員
は
、
自
己
資

金
で
あ
る
出
資
金
を
出
し
合
い
、

事
業
を
利
用
し
、
運
営
に
も
参
加

し
ま
す
。（
図
参
照
）

　

地
域
の
組
合
員
の
生
活
向
上
を

目
的
と
し
た
組
織
で
す
の
で
、
事

業
所
を
利
用
し
な
く
て
も
組
合
員

に
な
れ
ま
す
。
健
康
で
病
院
や
診

療
所
を
あ
ま
り
利
用
し
な
い
組
合

員
や
、
事
業
所
を
利
用
し
な
く
て

も
班
や
支
部
の
活
動
、
生
協
の
企

画
な
ど
に
参
加
す
る
組
合
員
は
大

勢
い
ま
す
。
逆
に
生
協
の
事
業
所

を
利
用
す
る
方
は
、
組
合
員
の
た

め
の
事
業
所
で
す
の
で
、
加
入
を

し
て
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
協
法
で
は
、「
生
協
と
は
人

と
人
と
の
結
合
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
個
人
で
加

病
院
を
利
用
し
な
い

 

と
組
合
員
に

な
れ
な
い
の
？

個
人
で
加
入
し
て

利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
？

利根保健生活協同組合の理念

健康をつくる。平和をつくる。健康をつくる。平和をつくる。

こころ豊かなまちをつくる。こころ豊かなまちをつくる。

入
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
各
事
業
所
へ
の
「
通
院
支

援
」
な
ど
、
組
合
員
本
人
で
な

い
と
利
用
で
き
な
い
事
業
も
あ

り
ま
す
。

　

国
内
に
は
約
１
０
０
の
医
療

や
介
護
福
祉
事
業
等
を
行
う
生

協
が
あ
り
ま
す
。
当
生
協
は
、
全

国
組
織
の
「
日
本
医
療
福
祉
生

活
協
同
組
合
連
合
会
（
医
療
福

祉
生
協
連
）」

に
加
盟
し
て
、

全
国
の
仲
間
と

と
も
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
大

勢
の
仲
間
と
協

力
協
同
し
な
が

ら
、
事
業
運
営

だ
け
で
は
な

く
、
ま
ち
づ
く

り
の
活
動
な
ど

様
々
な
運
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。

「
日
本
医
療
福
祉
生
活

協
同
組
合
連
合
会
」

に
加
盟

※参加希望の方は、各支部役員または
生協くらしサポートセンター（☎22-2300）まで

地域見守り活動に関する協定書締結地域見守り活動に関する協定書締結
川場村・利根保健生活協同組合

　12 月 20 日に、川場村と当生協による地
域見守り協定を締結しました。外山村長から
は、「利根保健生協さんには、地域全体を視野
に入れた活動を期待している。今後も地域住
民が安心して生活できるように協力していきた
い」と述べられました。大塚理事長からは、「利
根中央病院で初めてクラスターが発生した際に
は、支援物資をいただき感謝している。つなが
る活動を大切にして地域に貢献していきたい」
と話されました。協定締結は４自治体目となり
ました。

外山村長 大塚理事長

地域見守り活動に関する協定書締結地域見守り活動に関する協定書締結

昭和村・昭和村社会福祉協議会
利根保健生活協同組合

　12 月 23 日に、昭和村・昭和村社協と当生協
の三者による地域見守り協定を締結しました。堤
村長からは、「利根保健生協さんとは、さらに協力・
連携して安心して暮らせるまちづくりをしていきた
い」、新木社協会長からは、「地域の見守り活動
以外に村民の健康づくりと保持についても連携し
て推進していきたい」と述べられました。大塚理
事長からは、「誰ひとり取り残さないためにつなが
りを大切にし、地域に貢献できればと考えている」
と話されました。協定締結はこれで利根沼田地域
の全自治体と結ばれました。

大塚理事長 堤村長 新木会長



12
月
10
日
（
土
）
の
午
後
に
、

利
根
中
央
病
院
研
修
室
で
７
組

の
親
子
が
参
加
し
て
子
育
て
応

援
企
画
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
村
小
児
科
科
長
か
ら
は

「
子
ど
も
の
救
急
に
つ
い
て
」、八

木
医
師
か
ら
は
、「
コ
ロ
ナ
の
小

児
の
特
徴
と
対
応
」に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
車
座
に
な
り
、ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
や
り
と
り
。悩
み
ご
と
や
困

り
ご
と
な
ど
で
、医
師
や
先
輩
パ

パ
マ
マ
で
も
あ
る
看
護
師
・
生
協

組
合
員
た
ち
か
ら
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
が
あ
り
、「
受
診
の
目
安

な
ど
が
わ
か
り
、大
変
た
め
に
な

っ
た
」「
自
分
が
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
こ
と
も
聞
け
て
よ
か
っ

た
」な
ど
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
10
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
方
で
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
医
療
費
の

窓
口
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
に
伴
い
国
は
期
間
限
定
で
「
配
慮
措
置
」

と
い
う
仕
組
み
を
設
け
ま
し
た
。詳
し
く
は

左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
２
０
２
２
年
10
月
１
日
～
２
０
２
５
年

９
月
30
日
ま
で
の
間
は
、
２
割
負
担
と

な
る
方
に
つ
い
て
、
一
か
月
の
外
来
医

療
費
の
窓
口
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
に

伴
う
負
担
増
加
額
を
３
０
０
０
円
ま
で

に
抑
え
ま
す
（
入
院
医
療
費
は
対
象

外
）。

〇
同
一
医
療
機
関
で
の
受
診
に
つ
い
て
は
、

上
限
額
以
上
窓
口
で
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
い
場
合
で
は
、一

か
月
の
負
担
増
を
３
０
０
０
円
ま
で
に

抑
え
る
た
め
の
差
額
を
後
日
高
額
療
養

費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

〇
配
慮
措
置
の
適
用
で
払
い
戻
し
と
な
る

方
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
、
事
前
に
登

録
さ
れ
て
い
る
口
座
へ
後
日
自
動
的
に

払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

＊
２
割
負
担
と
な
る
方
で
高
額
療
養
費

の
口
座
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
に

は
、
各
都
道
府
県
の
広
域
連
合
や
市
町

村
か
ら
申
請
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
　

申
請
書
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、
記

載
内
容
に
沿
っ
て
、
口
座
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ご
注
意
を
！

●
厚
生
労
働
省
や
地
方
自
治
体
が
電

話
や
訪
問
で
口
座
情
報
登
録
を
お

願
い
す
る
こ
と
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
・
通
帳
等
を
お
預
か
り
す

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
と
き
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
や
警
察
相
談
専

用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）、
ま
た
は
、

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
１
８
８

い
や
や
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

健康食品などの
定期購入トラブルに注意！

　12 月 17 日（土）、とね虹の会との共催でフードドライブ
活動が行われ、54 組の来場がありました。多くの企業や個
人の方から寄せられた食品や日用品などがあっという間に
なくなりました。特に毛布や冬物衣類が人気でした。
　今回は、コープぐんま・ＪＡ利根沼田・総合食品オオシマ・
マルイ商店・みまつ食品様や個人からご協力いただきまし
た。

日時 ２月１８日（土）　10時～なくなり次第終了
　　　 偶数月の第 3 土曜日を定期開催としています

場所 とね虹の里
 ※食品（乾物やレトルト・調味料ほか）、日用品、
　 生理用品、冬物衣類や毛布などを募集中！

【連絡先】　生協くらしサポートセンター
　　　　　（☎０２７８－２２－２３００）
　　　　　各事業所でもお受けしています

フードドライブ「おすそわけ』
　

定
款
第
10
条
第
2
項
に
も
と
づ
き
、
一
定
期
間
住
所
が
不
明
の
組
合
員
に
つ
い
て
、

名
簿
の
整
理
（
脱
退
手
続
き
）
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
名
簿
は
、
利
根
保
健
生
協
の

本
部
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

名
簿
整
理
対
象
者

　

２
０
２
１
年
12
月
1
日
以
前
に
住
所
不
明
組
合
員
と
し
て
登
録
さ
れ
、
そ
の
後
も

不
明
で
あ
る
組
合
員

名
簿
閲
覧
日　

２
０
２
３
年
２
月
13
日（
月
）～
３
月
17
日（
金
）

名
簿
整
理
の
実
施
日　

２
０
２
３
年
３
月
31
日（
金
）

※
閲
覧
は
組
合
員
に
限
ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
組
合
員
証
の
提
示
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

閲
覧
名
簿
は
期
間
終
了
後
、
破
棄
し
ま
す
。

※
名
簿
整
理
に
よ
る
脱
退
手
続
き
後
に
住
所
確
認
が
で
き
た
方
は
、
組
合
員
と
し
て

再
加
入
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先
：
利
根
保
健
生
協　

生
協
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
７
８
―
22
―
２
３
０
０
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子
育
て
応
援
企
画 

第
2
弾

「
子
育
て
を
楽
に
す
る
魔
法
」

皆さんのご厚意がたくさんの方に
  喜ばれています

「初回特別価格」など低価格が強調されたイ
ンターネット広告から健康食品などを１回限
りのお試しで注文したつもりが、定期購入だっ
たというトラブルが多発しています。

通信販売にはクーリング・オフ制度がない
ため、解約は業者が定める条件に従うことに
なります。トラブルに遭わないためには注文
前に契約内容を最終確認画面でしっかり確認
することが大切です。

トラブルを防ぐポイント
①定期購入が条件になっていないか、継続期

間・回数や支払総額をよく確認
②解約や返品が可能か、その条件・方法・連

絡手段を確認
③広告や最終確認画面をスクリーンショット

などで記録に残す

　お困りの際は、お住まいの地域の消費生活
センターまたは消費者ホットライン（局番な
しの「１

イ

８
ヤ

８
ヤ

」）などの相談窓口へ早めにご
相談ください。

75
歳
以
上
で
窓
口
負
担
２
割
の
方
へ

ひ
と
月
の
医
療
費
負
担
を
抑
え
る

�
配
慮
措
置
ご
存
じ
で
す
か
？

生協くらしサポートセンター
☎0278-22-2300

とね虹の里
＊雨・雪の場合中止

会場

生協生協

ハート市ハート市
出品者大募集
野菜が安い

ニンジン、わさび菜、ほうれん
草、干し芋、大学いも、りんご、落花生、赤飯、
ミニ丼、蒸し鶏、パン、焼き菓子など

販売予定 

日時 2月11日(土)  10時～11時まで

１
月
11
日
、
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
74
歳
。

２
０
０
８
年
４
月
か
ら

利
南
支
部
総
代
、２
０
１
６

年
４
月
か
ら
支
部
長
、２
０

１
９
年
６
月
に
理
事
に
就

任
さ
れ
、主
に
平
和
社
保
委

員
と
利
根
中
央
診
療
所
利

用
委
員
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
病
院
建
設
の
際
に
は
、

通
院
手
段
の
確
保
や
防
波

堤
の
延
長
に
関
し
て
組
合

員
の
立
場
か
ら
関
係
先
と

の
話
し
合
い
に
も
参
加
す

る
な
ど
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

吉よ
し

江え�

高た
か

志し

理
事

訃 

報

長
期
住
所
不
明
組
合
名
簿
整
理
の
お
知
ら
せ

和気あいあいのグループワーク和気あいあいのグループワーク

保育士と遊ぶ子どもたち保育士と遊ぶ子どもたち

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：１か月の外来医療費全体額が50,000円の場合

窓口負担１割の時　① ５，０００円

窓口負担２割の時　② １０，０００円

負担増　③（②－①） ５，０００円

窓口負担増の上限　④ ３，０００円

払い戻し等（③－④） ２，０００円

配慮措置：1か月5,000円の負担増を3,000円
　　　　　までに抑えます。

群馬県消費生活センターからのお知らせ

11
月
８
日
は
『
い
い
歯
の
日
』
で

す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
歯
と
口
腔

の
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
企
画
と
し

て
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

全
世
代
か
ら
様
々
な
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
あ
ふ
れ
る
作
品
53
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ぬ
り
絵
、
川
柳
・
短
歌
、
俳

句
等
の
作
品
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
部
門
賞

と
委
員
長
賞
、
利
根
歯
科
賞
を
選
考

し
ま
し
た
。

『いい歯の日』 　　　　　　
作品コンクールに53点

利根歯科診療所
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2023. 2 月号み
な
さ
ん
は
「
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
聞
く
と
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

整
形
外
科
で
取
り
扱
う
「
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
が
有
名
で
す
ね
。
人
間
ド
ッ

ク
の
胃
カ
メ
ラ
で
「
食
道
ヘ
ル
ニ
ア
」
の
通
知
が
来
た
ら
、
食
道
裂
孔
ヘ
ル
ニ
ア
の

こ
と
で
、
主
に
消
化
器
内
科
で
取
り
扱
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
の
は
、
外
科
（
消
化
器
外
科
）
で
診
察
・
治
療
を
行
う

「
ヘ
ル
ニ
ア
」
で
、
い
わ
ゆ
る
脱
腸
に
つ
い
て
で
す
。

「
ヘ
ル
ニ
ア
」と
は

体
の
組
織
が
正
し
い
位
置
か
ら

は
み
出
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
部

位
に
よ
っ
て
、
は
み
出
る
内
容
が
違

い
症
状
も
様
々
で
す
。
外
科
で
扱
う

腹
部
の
「
ヘ
ル
ニ
ア
」
は
、本
来
な
ら

お
腹
の
中
に
あ
る
は
ず
の
内
臓
脂

肪
や
腸
の
一
部
が
、
内
臓
を
支
え
る

腹
壁
の
弱
い
部
分
を
通
じ
て
皮
膚

の
下
に
は
み
出
る
状
態
の
こ
と
で
、

一
般
的
に
「
脱
腸
」
や
「
で
べ
そ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

月夜野東支部は旧月夜野町の利根川東岸を活動範
囲としており、組合員数は１６６８人で、開設して１１
年が経過したみなかみ歯科があります。各地域より
選出された１６人の運営委員は毎月会議を開き、生協
の活動方針に基づいた行事や活動を行っています。
ＳＤＧｓ宣言では会議の前にラジオ体操を行い、
今年度の通信教育は「地域包括ケア」を学習してい
ます。助け合い活動ではゴミ出しや掃除など数件に
対応しています。まちかど健康チェックは３年ぶり
に実施しました。
関係機関や各団体と連携し、健康寿命を伸ばし、
住みなれた町で暮らせるよう組合員の皆様と共に活
動を進めていきたいと思います。

支
部
活動紹

介 月夜野東支部

※写真は都合により運営委員10人のみ。※撮影のためマスクを外しています。

中
側
か
ら
覗
い
て
脱
腸
部
位
を
内

側
か
ら
修
復
す
る
「
腹
腔
鏡
手
術
」

が
あ
り
ま
す
（
図
３
）。
従
来
よ
り

行
わ
れ
て
い
る
「
そ
け
い
部
切
開

法
」
は
使
用
す
る
メ
ッ
シ
ュ
の
種
類

や
、
メ
ッ
シ
ュ
を
広
げ
て
く
る
部
位

に
よ
っ
て
術
式
が
様
々
で
す
。

ど
ち
ら
の
方
法
も
、
手
術
で
あ
り

ま
す
の
で
、
１
０
０
％
安
全
と
言
い

切
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
大
き

な
合
併
症
は
比
較
的
少
な
い
術
式

で
す
。

「
腹
腔
鏡
手
術
」
の
場
合
は
全
身

麻
酔
で
の
手
術
が
必
須
と
な
り
ま

す
が
、「
そ
け
い
部
切
開
法
」
も
全

身
麻
酔
が
推
奨
さ
れ
ま
す
が
、
下
半

身
麻
酔
（
腰
椎
麻
酔
）
や
場
合
に
よ

っ
て
は
局
所
麻
酔
で
手
術
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

手
術
時
間
は
片
側
だ
け
の
場
合
、

「
そ
け
い
部
切
開
法
」
は
約
１
時
間
。

「
腹
腔
鏡
手
術
」
で
は
約
１
時
間
30

分
程
度
で
す
。
術
後
の
痛
み
は
少
な

く
、
翌
日
に
は
歩
行
し
て
い
ま
す
。

入
院
期
間
は
４
～
５
日
で
、
退
院

後
は
日
常
生
活
が
可
能
で
す
。「
そ

け
い
部
切
開
法
」
の
場
合
は
重
い
物

を
持
っ
た
り
、
運
動
や
腹
圧
の
か
か

る
動
作
は
１
か
月
程
度
控
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

脱
腸
か
な
と
思
っ
た
ら

「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
の
日
本
全

国
で
の
年
間
患
者
数
は
30
～
40
万

人
程
度
と
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
年
間

15
万
人
の
方
が
手
術
治
療
を
受
け

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
ご
存
知
の

「
虫
垂
炎
」、
い
わ
ゆ
る
盲
腸
の
手
術

が
６
～
７
万
人
程
度
で
す
の
で
、
そ

の
倍
以
上
手
術
を
行
っ
て
い
る
事

と
な
り
ま
す
。

一
方
で
約
半
数
の
方
は
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
す
が
、
そ
の
理
由
と
し
て

は
、「
脱
腸
・
で
べ
そ
」
と
い
っ
た

病
気
に
対
す
る
恥
ず
か
し
さ
や
「
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
実
際
、
症
状
の
部
位
か
ら
泌

尿
器
科
や
婦
人
科
を
受
診
す
る
方

が
い
ま
す
。

「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
は
外
科
が

該
当
診
療
科
で
す
。
気
に
な
っ
た
ら

利
根
中
央
病
院
の
外
科
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
よ
っ
て
、
緊
急

性
・
重
症
で
な
い
疾
患
に
対
す
る
手

術
が
延
期
、
ま
た
は
中
止
に
な
る
事

が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
「
そ
け

い
ヘ
ル
ニ
ア
」
手
術
は
緊
急
性
・
重

症
で
な
い
疾
患
に
該
当
す
る
た
め
、

急
遽
手
術
日
の
変
更
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脚
（
大
腿
）
の
つ
け
ね
に
発
生
す
る

ヘ
ル
ニ
ア
を
「
そ
け
い
（
鼠
径
・
鼡

径
）
ヘ
ル
ニ
ア
」（
図
１
）
と
い
っ

て
、
腹
部
に
生
じ
る
ヘ
ル
ニ
ア
の
約

80
％
が
こ
の
タ
イ
プ
で
す
。

子
ど
も
の
「
で
べ
そ
」
と
し
て
知

ら
れ
、
へ
そ
周
囲
が
膨
ら
む
「
臍
ヘ

ル
ニ
ア
」
は
お
と
な
に
な
っ
て
肥
満

や
妊
娠
な
ど
を
き
っ
か
け
に
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
な
か
の
手
術
を
以
前
に

受
け
た
方
が
、
加
齢
な
ど
が
原
因
で

傷
跡
が
弱
く
な
り
、
脱
腸
を
起
こ
す

「
腹ふ

く

壁へ
き

瘢は
ん
痕こ

ん
ヘ
ル
ニ
ア
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

今
回
は
腹
部
ヘ
ル
ニ
ア
の
な
か

で
も
大
多
数
を
し
め
る
「
そ
け
い
ヘ

ル
ニ
ア
」
を
中
心
に
解
説
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア

「
脱
腸
は
子
ど
も
の
病
気
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す

が
、
む
し
ろ
体
の
組
織
が
衰
え
て
く

る
中
高
年
層
に
多
い
病
気
で
、
子
ど

も
と
お
と
な
で
は
原
因
も
治
療
法

も
違
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
の
「
そ

け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
は
成
長
と
共
に
自

然
に
治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
お

と
な
の
場
合
は
自
然
に
良
く
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
け
い
」
部
と
は
、
脚
（
大
腿
）

の
つ
け
ね
の
部
分
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
男
性
に
は
、
こ
の
部
分
に
鼠

径
管
と
呼
ば
れ
る
通
路
が
存
在
し

ま
す
。
鼠
径
管
は
本
来
内
臓
で
あ
る

睾
丸
を
胎
児
期
に
体
外
の
精
巣
へ

通
す
た
め
の
管
で
す
が
、
加
齢
な
ど

に
よ
っ
て
筋
膜
が
弱
る
と
鼠
径
管

が
開
き
や
す
く
な
り
、
筋
膜
が
薄
く

な
っ
て
い
る
部
分
か
ら
腸
な
ど
が

は
み
出
ま
す
。
そ
の
た
め
、
患
者
さ

ん
の
約
９
割
が
男
性
で
、
重
い
も
の

を
運
ぶ
人
や
立
ち
仕
事
な
ど
を
続

け
て
き
た
人
、
肥
満
の
人
、
加
齢
に

よ
っ
て
体
の
組
織
が
衰
え
た
50
歳

代
以
上
の
中
高
年
層
の
方
が
特
に

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

は
み
出
す
方
向
で
「
外
そ
け
い
ヘ
ル

ニ
ア
」
と
「
内
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」

が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
太
腿
に
あ
る
大
腿
輪
と
呼

ば
れ
る
大
血
管
と
神
経
の
通
り
道

か
ら
腸
が
は
み
出
る
「
大
腿
ヘ
ル
ニ

ア
」
も
「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
の
一

種
で
す（
図
１
）。「
大
腿
ヘ
ル
ニ
ア
」

は
女
性
で
も
、
加
齢
や
出
産
な
ど
で

筋
肉
や
筋
膜
が
緩
ん
だ
り
、
重
た
い

物
を
持
つ
な
ど
腹
圧
が
か
か
る
よ

う
な
状
態
が
続
い
た
と
き
に
起
こ

り
う
る
ヘ
ル
ニ
ア
で
す
。

初
期
の
症
状
は
お
な
か
に
力
を
入

れ
た
時
に
膨
ら
ん
で
、
指
で
膨
ら
み

を
押
す
と
引
っ
込
む
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
次
第
に
巨
大
化
し
た
り
、

引
っ
張
ら
れ
る
よ
う
な
違
和
感
や
痛

み
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
放
置
す
る
と
腸
が
周
囲
の
筋
肉
で

締
め
付
け
ら
れ
て
押
し
て
も
戻
ら
な

い
「
嵌
頓
（
か
ん
と
ん
）
状
態
」
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

か
ん
と
ん
し
た
場
合
、
腸
が
う
っ

血
し
て
む
く
み
、
さ
ら
に
腸
が
狭
窄

し
て
血
流
が
途
絶
え
る
こ
と
か
ら
、

痛
み
、
嘔
吐
な
ど
腸
閉
塞
の
症
状
が

パンフレット
「鼠径部ヘルニア手術を受ける前に」
� 株式会社メディコンより抜粋

『おなかの健康ドットコム』オリンパス株式会社より抜粋
https://www.onaka-kenko.com/

パンフレット「鼠径部ヘルニア手術を受ける前に」
� 株式会社メディコンより抜粋

図１

図２

図３

脱
腸
の
お
話
　

�（
そ
け
い（
鼠
径
・
鼡
径
）部
ヘ
ル
ニ
ア
）

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
か
ん
と
ん

状
態
が
続
く
と
、
腸
の
壊
死
や
敗
血

症
を
引
き
起
こ
し
て
腸
切
除
を
伴
う

よ
う
な
緊
急
手
術
を
要
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

左
右
ど
ち
ら
か
に
起
こ
り
や
す

い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
両
側
同
時

に
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

片
側
を
治
療
後
に
反
対
側
に
出
現

す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
は
手
術
で
す

「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
は
自
然
治

癒
す
る
こ
と
も
、
薬
で
治
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
は
手
術
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
腸
な
ど
が
脱
出
し
て
し

ま
う
通
路
で
あ
る
鼠
径
管
を
ふ
さ
ぎ
、

人
工
の
メ
ッ
シ
ュ
（
網
）
な
ど
で
補

強
す
る
手
術
を
し
ま
す
。
手
術
を
行

う
と
、「
そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア
」
の
症
状

は
な
く
な
り
ま
す
。
見
た
目
が
元
通

り
に
な
り
、
腹
部
の
違
和
感
が
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

の
悪
化
し
た
状
態
で
あ
る
か
ん
と
ん

状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
で
き
ま
す
。

手
術
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し

て
、
脱
腸
部
位
を
切
開
し
て
修
復
す

る
「
そ
け
い
部
切
開
法
」
と
お
腹
の

そけいヘルニアの種類

「そけい部切開法」の例�

「腹腔鏡手術」�

ヘルニア状態 嵌
かんとん
頓状態

皮膚
皮下脂肪

腹膜
脱腸部

筋肉
腸

脱出したり戻ったりする 戻らない

壊死
しつつある
脱腸部

そけい靭帯

■�内そけいヘルニア
そけい靭帯の上で、内側
から出てくるヘルニア。
■�大腿ヘルニア
そけい靭帯の下から出
てくるヘルニア。出産を
経験した女性に多く見
られます。

利根中央病院

外科部長

小林  克巳

■�外そけいヘルニア
そけい靭帯の上で、外側
から出てくるヘルニア。
そけいヘルニアでは一
番多いタイプです。
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サークル・班会  活  動

利根沼田菊花会利根沼田菊花会

　サークル会員に菊の育成指導を行い、 文化祭
の一環で菊花大会が沼田公園で開催されました。 
　厚物、 だるま、 福助作り、 盆栽菊など250点
展示され10日間で約1950人が観覧しました。

真庭・政所合同真庭・政所合同

　今年のクリスマスはマツぼっくりや木の実な
ど使ってクマさんの置き物を作りました。 楽し
く作成してかわいいクマさんができあがり、 皆
さん満足そうでした。

川場湯原サロン川場湯原サロン

　村の保健師さんから高血圧、 認知症につい
て学習。 手話をしながら歌い、 ジャンケンゲー
ムで盛り上がりました。 
　後半のクリスマス会はビンゴでサンタさんよ
り素敵なプレゼントをいただきました。

薄根支部薄根支部

　沼田平八郎墓碑の見学＆薄根小学校周辺で
ゴミ拾いをしました。 
　ゴミ袋４～５袋がいっぱいになりました。 また、
薄根地区の遺跡等の多さに驚いていました。

白沢支部白沢支部

　生枝トレーニングセンターから高平の境と岩室
との境までの農道を、 運営委員10人が参加して
ゴミ拾いをしました。 「春になったら、 またやりま
しょう」と声があがりました。

沼田西支部沼田西支部

　沼田西中学校周辺と利根川河川敷でクリー
ン大作戦をおこないました。
　利根川河川敷では相当な量のゴミを回収。 
参加者からは、 きれいになったことで気持ち
もさっぱりしたと感想がありました。

サークル活動　薄根支部 班会　川場支部 班会　月夜野東支部
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利
根
保
健
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「
な
か
ま
の
作
品
係
」

〒
三
七
八
︱
〇
〇
五
三　

沼
田
市
東
原
新
町
一
八
六
一
の
一

n
a
k
a
m
a
@
to
n
e
h
o
k
e
n
.o
r.jp

メ
ー
ル
投
稿

　

今
月
は
34
件
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

連
続
し
て
同
じ
方
の
作
品
を
掲
載
し
な
い
こ
と
と
し
て
い

ま
す
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、楷
書
で
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　　

ま
た
、
絵
手
紙
や
写
真
、
手
作
り
作
品
な
ど
分
野
に
こ

だ
わ
ら
ず
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

☎0278-22-2300
利根保健生協くらしサポートセンター

ぼけますから、
　よろしくお願いします。
～おかえりお母さん～

10：20、12：30、14：40
利根沼田文化会館 小ホール
大人 1,200円
子ども（18歳以下） 1,000円

日付

上映時間

場所

料金

2023年３月1８日(土)

　母が認知症に
なっても、父は
変わらぬ愛を注ぐ。
　結婚生活60年
を過ぎた90代
夫婦の生きる道。

※当日券のみ、前売券はありません。
優待券が足りない場合はご連絡ください。

特 別
優待券

特 別
優待券

● 切り離して当日受付までお持ちください。
● この券 1 枚で 1 名様が割引になります。

● 切り離して当日受付までお持ちください。
● この券 1 枚で 1 名様が割引になります。

200円引

200円引

記載の料金より

記載の料金より

誕
生
日
巡
り
来
る
た
び
一
つ
づ
つ
頭
の
ね
ぢ
の

緩
み
て
ゆ
く
や

一
と
握
り
飯
と
お
数
と
青
空
と
あ
れ
ば
幸
福

老
い
ら
く
の
春

涙
し
て
見
つ
む
る
朝
ド
ラ
小
三
は
「
役
者
は
上
手
い

の
う
」
さ
め
た
お
か
し
さ

子
は
継
が
ず
独
活
や
ア
ス
パ
ラ
の
資
料
な
ど
今
は

余
り
て
ひ
っ
そ
り
と
あ
り

ひ
と
は
皆
い
つ
か
召
さ
れ
る
命
な
れ
冬
の
枯
野
は

ひ
た
す
ら
虚
し
い
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